
11 議会だより

   議会改革の取り組み　

   議会報告会（教育民生常任委員会）

　平成30年中において、議会改革特別委員会の動きとして、平成29年11月改選に伴い、七尾市議会基本条例の

検証を行いました。

　教育民生常任委員会と中島保育園保護者との懇談会が下記のとおり行われました。参加された皆さん、朝早く

からご参加いただき、ありがとうございました。

日時　平成30年10月14日（日） 6：50～7：30

場所　中島保育園遊戯室

参加　教育民生常任委員会５人、保護者11人

●議会報告会の見直し

●発言通告の見直し

●議員報酬の見直し

●災害時行動指針の見直し

　毎年、市内各所において議会報告会（市民と議会との懇談会）を開催し

ており、毎回多くの方々にご参加いただいているが、今年度は例年とは趣

向を変えてやってみようということで、新しい試みとして「出前講座」のよ

うな形式で開催することにした。

　これまでの発言通告書のなかには、具体的内容があまり詳しく記載されていないものもあったため、十分な

答弁がなく、通告した内容から逸れた発言になっていくことにもなりかねない（通告外）。具体的に内容を示す

ことは、質問趣旨が明瞭になり、十分な答弁を求めることもでき、また議会を傍聴する市民の方々にも理解し

やすいものになる。発言通告については、何について、どのようなことを具体的に聞きたいのかを、詳細かつ

克明に記載していくべきである。

　七尾市の人口に対する議員数と議員報酬の割合については、改選前に十分な議論を重ねてきたところであ

り、今回の改選によって、議員定数が２２人から１８人に減ったことで、一人一人の活動範囲も広がったことは

事実だが、今の段階では検証もできておらず、今後の活動状況などを踏まえながら、十分な検証を続けて対処

していくべきである。

　今年度は大雨による川の氾濫や土砂が崩壊するなどの予期せぬ事態が

多く発生し、市内各地において被害が起き、避難勧告や避難指示が出る

ほどの状況になった。このような大規模災害が起きたときには、議員の行

動指針に基づき行動することとなっており、その行動指針をより具体的に

し、迅速な対応が取れるようにした。

主な意見　保育料、子ども医療費、子育て環境

の充実　など


